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化に関する研究を，10GHz 帯と 100GHz 超の CMOS 回路を対象に行っており，全 5 章か
らなる。 
第 1 章は“Introduction”であり，10GHz 帯と 100GHz 帯における衛星機器について概説
し，CMOS で研究開発を行う意義と，衛星機器特有の課題を明らかにし，本論文の背景と
ともにまとめている。 
第 2 章は“Frequency Synthesizer”と題し，PLL シンセサイザに焦点をあて，10GHz 帯
の PLL と 100GHz 帯の PLL に使用される電圧制御発振器（VCO）と分周器ついての研究




また 100GHz 帯 PLL シンセサイザでは，134GHz PLL を実現するための VCO と分周器
の広帯域化に繋がる構成を提案し，134GHz PLL の実現が可能となる結果について報告を
している。 












論文に記載した 10GHz の衛星機器は量産につながる信頼性を確保する一方，100GHz 帯


























備考 審査の要旨は，1,500 字程度とする。 
